全国通訳案内士試験、7月11日まで願書受付中

訪日旅行再開で、活躍の場広がりに期待

　観光庁は全国通訳案内士試験の受験者を募集している。7月11日まで願書の募集を行っている。全国通訳案内士は高度な外国語能力に加え、自然・歴史・文化などさまざまな分野に関する幅広い知識やゲストをもてなすホスピタリティ能力など高い専門性を持った資格となっている。
新型コロナウイルスの影響で2年余りにわたり外国人旅行者の動きがストップしていたが、6月10日から添乗員付きツアーという条件があるものの、観光目的での外国人旅行者の受け入れ再開がスタートした。今後、訪日インバウンドの需要回復が見込まれる中で、全国通訳案内士の活躍の場が増えることが期待されている。
全国通訳案内士は都道府県に登録される国家資格であり、高度な外国語能力や日本全国の歴史・地理・文化などの観光に関する高い知識を有することが求められる。2022年4月1日現在の登録者数は2万6723人となっている。
全国通訳案内士は単に語学力が優秀であるだけでなく、幅広い知識、教養を持って日本を紹介するという重要な役割を負っており「民間外交官」ともいえる国際親善の一翼を担う資格となっている。
全国通訳案内試験は毎年1回実施されており、今年は筆記試験が8月21日、口述試験が12月11日に行われることになっている。願書受付は7月11日まで受け付けている。願書はインターネットによる電子申請で受け付ける。願書の申請やその他試験に関する詳細については以下のサイトから施行要領を参照。
※2022年度全国通訳案内士試験施行要領（PDFファイル）
https://www.jnto.go.jp/jpn/projects/visitor_support/interpreter_guide_exams/operation_2022.pdf
